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理事長あいさつ  －一般社団法人 日本産科麻酔学会の発足に際して－ 

 

日本産科麻酔学会は、2019 年 10 月 1 日付で「一般社団法人 日本産科麻酔学会」として

生まれ変わり、再出発をすることになりました。学会の新たな門出に際し、前身である任意

団体としての日本産科麻酔学会の最後の会長として、そして新法人の発足時の代表理事・理

事長として、本学会の会員の皆様にご挨拶を申し上げるとともに、今後の本学会が進むべき

方向について、私の考えを述べさせていただきます。 

 

このたびの学会の法人化は、第一に本学会の社会的信用を高め、わが国における安全で質の

高い無痛分娩・産科麻酔の普及に、これまで以上に貢献できる体制を構築することを目的と

しています。過去 2 年間、任意団体から一般社団法人に移行するために必要な手続を進め

ることを優先してまいりましたが、新法人が発足した今、本学会は、法人設立の目的・目標

に向かって前進を開始すべく、ギアを切り替えるべき時がきていると認識しています。 以

下に本学会の発展のためのロードマップ私案をお示しいたします。 

 

【日本産科麻酔学会の発展のためのロードマップ】 

2017年度－2018年度 2019年度－2020年度 2021年度－ 

法人化の準備期 学会運営の確立期 学会の発展期 

 

法人化は実現いたしましたが、本学会は今後早急に取り組むべき多くの課題を抱えていま

す。その中でも学会運営を透明化し、学会員の先生方の意向が反映される体制へと移行する

ことが最も重要と考えております。現時点で新法人の役員は前身の任意団体の幹事会から

の横滑り的に移行したに過ぎず、学会員の意向を反映したものとは言えません。また、法人

を構成する社員の選任方法についても現状では、会員の関与が少ないと言わざるを得ない

と考えております。また、学会がその役割を果たすために健全かつ効率的に活動するには、

学術団体としての学会に整備されているべき諸規約やそれに基づいて活動を行う委員会等

についての整備が必要と考えられます。 

 

私は、これらの課題は、法人の社員・役員の任期である 2021年度の定時社員総会までに解

決され、次期の社員・役員は新たな定款・細則に基づいて選任されるべきであると考えてお

ります。新法人の最初の 2 年間をそのような体制の確立期として位置づけ、迅速に諸施策



を推進していく必要があるということになります。 

 

私が今後の 2 年間、新法人の体制の確立期に推進する必要があると考えておりますのは、

以下の事項です。 

⚫ 健全かつ円滑な法人運営を達成可能な体制を構築する。 

⚫ 本学会の使命を適切に果たすために必要な体制への迅速な移行を図る。 

➢ 2019年度は、「あり方検討委員会」を中心に、当学会のあり方に関する検討を行い、

2020年 12月の社員総会に定款及び諸規約の改正案を提案する。「あり方検討委員

会」には、理事、社員だけでなく本学会の将来を担う会員が参加して、活発な検討

を進めることができるようにする。 

➢ 検討すべき項目としては以下のようなものが考えられるが、それに留まらずに検

討を進める。 

 社員・役員の定数および要件、選任方法 

 無痛分娩以外の産科麻酔領域への取り組み 

 倫理委員会や各種ワーキンググループ設立などを含めた学会組織の見直し 

➢ 2021年度の社員・役員改選は新定款・新規約の下で実施する。 

⚫ 無痛分娩関係学会・団体連絡協議会の活動に積極的に関与していく。 

⚫ 麻酔科専門医を対象にした「産科麻酔専門医」ならびに、その前段階としての、麻酔科

標榜医を対象とした「産科麻酔認定医制度（仮称）」創設に向けた検討を進める。 

⚫ 産婦人科専門医を対象とし、麻酔科標榜医以上の臨床経験を前提とした「産科麻酔技術

認定制度（仮称）」の創設に向けた検討を開始する。 

⚫ わが国の産科麻酔の質的向上のための研修体制の整備に貢献していく。 

 

上記の取組は、一般社団法人 日本産科麻酔学会の発展と社会貢献の実現のために必要不

可欠なことと考えております。理事、幹事、社員、会員の皆様におかれましては、本学会の

発展のため、何とぞご協力、ご尽力を賜りたくお願い申し上げます。 

 

尚、現在の私の代表理事・理事長としての立場は法人の発足にあたって選任していただいた

ものです。今回の社員総会で新たに理事が選任され、理事会の構成は大幅に拡充されました。

私の理事会および法人の代表者としての妥当性については、上記の検討を進めていただき、

法人の新たな体制の方向性が定まった時点で、理事会で改めてご検討いただきたいと考え

ておりますので宜しくお願い申し上げます。 

以上 

（このあいさつ文は、2019年 11月 24日に開催された、一般社団法人日本産科麻酔学会社

員総会における理事長あいさつを、社員総会での議論を経て会員の皆様に向けて修正した

ものです。） 


